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※今後の調査により、数値等が
　変わることがあります

（速報値）



久我山

飯田橋（東京都）

神田川（東京都文京区）

佃橋（東京都）

神田川（東京都杉並区）

久我山雨量観測所（東京都 ）

神田川（東京都杉並区）
9/4 20:00～9/5 5:00
累加雨量240mm
時間最大95mm

佃橋
飯田橋

集中豪雨による神田川流域の降雨状況



　 調査中

神田川

中野区、杉並区

※台風１１号及び台風２２号の雨量はいずれも弥生町雨量観測所の数値である。今回雨量は、杉並区久我山観測所による。

集中豪雨による神田川等（東京都管理河川）の浸水被害箇所

整備後の神田川
（中野区本町・弥生町付近)

平成5年台風11号及び平成16年台風22号との今回集中豪雨比較
台風11号

（平成5年8月27日）
台風22号

（平成16年10月9日）

総雨量（時間雨量） ２８８（４７）mm ２８４（５７）mm

浸　水　面　積 85ha 　 1ha未満（10月15日現在）

浸水家屋(床下・床上） 3,117戸 7戸（10月15日現在）

善福寺川
床上浸水１０戸
床下浸水５０戸

神田川
床上・床下浸水

調査中

妙正寺川
床上・床下浸水

調査中

神田川・環状７号線地下調節池

集中豪雨（今回）
（平成17年9月4日）

２４０（９５）mm

調査中



調節のしくみ調節のしくみ
取水施設 神田川

貯留施設

神田川から洪水を地下貯留施設へ取り入れる

神田川取水施設の流入状況

下調節池

第二期事業

第一期事業

善福寺川神田川２カ所取水施設

施設
概要

１６万ｍ3２４万ｍ3４０万ｍ3

同左同左１２．５ｍトンネル内径

２．５ｋｍ２．０ｋｍ４．５ｋｍトンネル延長

３０万ｍ3２４万ｍ3５４万ｍ3貯留量

９月４日豪雨による貯留量

第二期第一期全体計画

　神田川・環状七号線地下調節池は、水害が頻発している神田川の中流域に将来計画している「環七地下河川」を先行的に整備し、当面これを調節
池として利用するものです。環状七号線の道路下に延長4.5km、内径12.5mのトンネルを建設し、ここに神田川と善福寺川の洪水約５４万m3を貯留。
　※環七地下河川　環状七号線の地下に、白子川を上流端として、石神井川、神田川、目黒川等10河川（下水道幹線を含む）の洪水

　　　　　　　　　　　　　を合流させ東京湾に導きポンプ施設により湾へ排水する延長30kmの河川のことです。

１）第一期事業
　第一期事業では、神田川の洪水を貯留するために、延長2.0kmの調節池トンネルと洪水を取り入れる取水施設を建設しました。昭和６２年度に着手し
た事業は、同９年４月より約24万m3の調節池として供用を開始。

２）第二期事業
　第二期事業は、善福寺川の洪水約30万m3を貯留するため、延長2.5kmの調節池トンネルと洪水を取り込む取水施設を建設するもので、平成３年度
に着手、本年９月１７日より善福寺川から調節池への取水予定であった。

神田川・環状７号線調節池事業

今回の集中豪雨時今回の集中豪雨時の効果の効果

神田川より合計約４０万ｍ神田川より合計約４０万ｍ33を貯留を貯留
（効果については、実態を把握した上で検証予定）（効果については、実態を把握した上で検証予定）


